
静岡県における浄化槽法定検査への

デジタル技術活用

2024年2月19日
（一財）静岡県生活科学検査センター

introduction,tablet,inspection,septic tank

https://unsplash.com/s/photos/introduction-tablet-inspection-septic%20tank
hamanaka
テキストボックス
資料３

hamanaka
髟ｷ譁ｹ蠖｢



1 概要

2022年度にシステムを刷新

・タブレットを用いた検査方法

・効率的な日程作成システム

その経緯と効果を発表する

overview,system renewal,inspection methods,tablets

https://unsplash.com/s/photos/overview-system%20renewal-inspection%20methods-tablets


2 導入経緯

OCRによる検査の課題

１．データの誤り

２．印刷と読込

３．紙の管理

４．書式更新

５．データ更新

６．情報量の限定

７．機器の更新

history,OCR,inspection form,tablet system

https://unsplash.com/s/photos/history-OCR-inspection%20form-tablet%20system


導入時の課題

１．決裁

２．導入人工

３．回線速度

４．コード類整理

history,OCR,inspection form,tablet system

導入時のねらい

１．IT化

２．ペーパーレス

３．作業効率化

４．直行直帰導入

2 導入経緯

https://unsplash.com/s/photos/history-OCR-inspection%20form-tablet%20system


3タブレットシステム

3.1概要

タブレットシステムのデータ
・検査情報を一時的にクラウドサー
バーに保持
・クラウドサーバーと自社サーバー
は夜間に同期
・クラウドサーバーには予定中のデ
ータしか存在しない

セキュリティの担保
・クラウドサーバーはパスワードで
ロック
・タブレット本体には個人情報を格
納していない

tablet system,cloud server,information flow,security measures

https://unsplash.com/s/photos/tablet%20system-cloud%20server-information%20flow-security%20measures


3.2 メリット
3.2.2 検査員のメリット

①検査票（OCR）の印刷が不要
となり時間と紙を削減。

1人1日5分、年間16万枚。

②最新ゼンリン地図が閲覧可。

初回検査以外の地図調べ、保

管地図抜き出し作業軽減。

benefits,tablet introduction,time reduction,input accuracy

https://unsplash.com/s/photos/benefits-tablet%20introduction-time%20reduction-input%20accuracy


3.2.2 検査員のメリット② （浄化槽の位置も写真で確認）



3.2.2 検査員のメリット③ システムとナビアプリの連動

benefits,tablet introduction,time reduction,input accuracy
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3.2.2 検査員のメリット④ 誤入力の防止



3.2.2 検査員のメリット⑤ 維持管理要領書等の閲覧



3.2.2 検査員のメリット⑥ 写真による検査精度向上



3.2.2 検査員のメリット⑥ 管理者説明作業の効率化



蓋閉め忘れの防止

3.2.2 検査員のメリット⑥
蓋閉め確認等事故防止



3.2.2 検査員のメリット⑦
BOD検体のQRコード管理

バーコードをカメラで読み取ること
で検体番号の誤りを防止



3.2.2 検査員のメリット⑧ チャットアプリの活用



3.2.2 事務員のメリット

①連絡事項や変更箇所がある施設を確認

clerks benefits,work efficiency,cost reduction,management simplification

その他にも
②依頼書データ化で配布作業等廃止
③OCR取り込み作業廃止
④OCR記入漏れ等修正作業減少
⑤書類の保管場所が不要
⑥OCR本体と用紙の管理不要

https://unsplash.com/s/photos/clerks%20benefits-work%20efficiency-cost%20reduction-management%20simplification


3.3 デメリットと解決策

・費用が発生

→メリットの方が大きい

・タブレット破損で検査が行え

ない

→予備機数台導入し入替対応

・中高年層の抵抗感

→導入前後も特に問題なし

demerits,solutions,initial cost,inspection risk

https://unsplash.com/s/photos/demerits-solutions-initial%20cost-inspection%20risk


3.4 導入スケジュール

demerits,solutions,initial cost,inspection risk

https://unsplash.com/s/photos/demerits-solutions-initial%20cost-inspection%20risk


demerits,solutions,initial cost,inspection risk

3.5 費用（タブレットシステム）

① 初期費用
システム開発費 700万円
iPad備品 150万円
BOD検体シール 25万円 （9円／枚）

② 年間ランニングコスト（増加分）
iPad通信費 300万円 （iPad本体0円。月3,200円/1台、10GB/月）
ゼンリン代 200万円 （月2,200円×12か月×81台）
保守費 50万円
統合管理ツール 25万円
Micrsoft 365 60万円 （月650円×12か月×81台）

③ 年間ランニングコスト（削減分）
OCR本体 60万円 （300万円÷5年）
OCR用紙 80万円 （1枚5円×16万基）
コピー用紙 10万円 （1枚0.6円×16万基）
コピー費 20万円 （1枚1.3円×16万基）

https://unsplash.com/s/photos/demerits-solutions-initial%20cost-inspection%20risk


年々検査基数が増加していく中、
同時に作業量が増えしまってい
た。日程担当の負担を減らすた
め、タブレット導入と同時に効
率よく日程を作成するシステム
を構築した。

schedule creation,workload,system features,system effects

4 日程作成システム
4.1 概要

https://unsplash.com/s/photos/schedule%20creation-workload-system%20features-system%20effects


schedule creation,workload,system features,system effects

4.2 内容① 検査対象施設の抽出画面

https://unsplash.com/s/photos/schedule%20creation-workload-system%20features-system%20effects


schedule creation,workload,system features,system effects

4.2 内容② 検査日程を地図上から作成する画面

https://unsplash.com/s/photos/schedule%20creation-workload-system%20features-system%20effects


demerits,solutions,initial cost,inspection risk

4.3 費用（日程作成システム）

① 初期費用
地図システム(MQD5スタンダード版) 30万円
ライセンス(作業人数分必要) 10万円（1cal）
表示地図(Zmap-AREAⅡ 中部詳細図) 66万円
地図システムカスタマイズ費用 40万円

② 年間ランニングコスト（増加分）
製品サポート保守費 10万円
運用ライセンスサポート保守費 6万円

https://unsplash.com/s/photos/demerits-solutions-initial%20cost-inspection%20risk


5 考察

当初メリットとしてとらえていた

部分はほぼすべてが想定通りの成果

を発揮しており、タブレットシステ

ムおよび日程作成システムは当セン

ターに欠かすことのできないものと

して運用されている。

近年の人件費高騰や人材不足、IT機

器の技術向上により、浄化槽法定検
査においてタブレットシステムや日
程作成システムの導入は効果的であ
ると実感している。

discussion,operational evaluation,personnel costs,IT technology

https://unsplash.com/s/photos/discussion-operational%20evaluation-personnel%20costs-IT%20technology


6 課題

①クラウドサーバーから
自社サーバーに変更

①ゼンリン地図画面の修正

②セキュリティ向上

③エラーチェック機能の強化

issues,future policy,communication contracts,security strengthening

https://unsplash.com/s/photos/issues-future%20policy-communication%20contracts-security%20strengthening
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